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授業概要

回数 授業方法

1 講義

2 演習

3 演習
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テキスト

評価方法

先修条件

専門分野Ⅱ 母性看護学援助論Ⅱ

授業科目 母性看護学援助論Ⅱ 必修
佐藤　愛美

担当責任者

　ウェルネス看護診断

　　母性看護の対象特性とウエルネス看護診断過程を学び、
　母性看護の実践に必要な看護技術を習得する。
　１．母性看護の対象特性/ウエルネス看護診断過程を理解する。
　２．事例を通して、アセスメント、看護診断、計画立案の過程を理解できる。
　３．母性看護技術の特性を理解し、安全に適用できる。

授業計画・授業内容

　母性看護の対象特性と看護過程

　妊婦への看護技術

　産婦・褥婦への看護技術

　新生児の看護技術

　　　　　　産褥期の看護過程：事例学習

　　　　　　新生児の看護過程：事例学習

　疾病・治療論Ⅶ、基礎看護学９科目、母性看護学概論の履修

　＊アセスメント・看護診断・目標設定・看護計画

演習

演習

　母性看護学【1】看護学概論／医学書院
　母性看護学【2】母性看護学各論／医学書院

　取り組み・レポート

　全体発表会：意見交換


